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この文書には，論文概要の準備と提出の仕方を概説する．また，この書式は論文提出時に同時に提出

する概要原稿に合わせてあるので参考にすること．

この概要集原稿の概要部分は左右に約 17mmほどのマージンを入れ，本文との区別を明確にする．だ
いたい 5～ 6行が限度である．本文の文章は簡潔に，しかしこの概要だけで自己簡潔し起承転結となる
ように努力する．
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1. 論文の概要集原稿提出
修士論文あるいは卒業論文を提出する際には，この文

書とほぼ同じ書式で書いた概要原稿を専攻長に提出する

必要がある．卒論の場合は 2頁を，修論の場合には 4頁
を論文と一緒に，専攻長から指示された方法で提出する

こと．用紙はA4サイズとし，文書の幅は 169mm，高
さ 251mm程度にして，左右と上とに約 2cmのマージン
があり，下に約 2.5cmのマージンが取ってあるものとす
る．頁は二段組とし，一段に 25文字を標準とし，頁は
50行とするが，文字数・行数は少しくらい違っていて
もよい．この書式は，おおよそ土木学会論文集に準じて

いる．なお，概要原稿の締め切りは，専攻長への論文提

出締め切り日とし，その後の差し替えは許されない．

第一頁目のヘッダーにはこの例にあるような情報を

書き込む．卒業論文の場合は，左側が「卒業論文概要

集 200?年?月」であり，右側は「うほ大学工学部土木工
学科」（2007年度からは「うほ大学工学部建築・社会
環境工学科」）である．それ以下にはそれぞれ約 1行の
空白を開けて，「論文題目」「英文題目」「論文提出者

名」「その英名」「所属研究室と指導教員名」「概要」

「キーワード」の順に一段で組む．「概要」「キーワー

ド」は，修論の場合には英語を用いることとする．また

「指導教員名」は，書類上の教授である必要はなく，実

際に主な指導をしてくださった先生の名前がよい．

本文はその約 2行下から二段組にして論理的に並べ，
最後の参考文献リストまで続ける．最終頁の左右の段

の下端はできるだけ揃えること．文献リストの最後に

は「論文提出締切日」を明記する．この文章は概要なの

で，謝辞や補遺・付録は付けない．また，数式や図表は

省略することなく示す必要があるが，最終発表の場で発

表する最も重要な結論を述べるのに必要なだけの最小限

に留め，文章も解りやすい構成および言葉で論理的に書

くこと．

もし LATEXを用いて概要原稿を書く場合には，別途
ceabs-2e.styが用意してある．

http://hashi4.civil.tohoku.ac.jp/˜bear/

soft/index-j.html#StyleFiles

にあるのでダウンロードする．パッケージ中の

ceabs-2e.texがこの文書のソースであり，それを

テンプレートにするとよい．最後の頁の段揃えには

\lastpagecontrol{18cm}

\lastpagesettings

のふたつが使える．前者のコマンドが最終頁左段文章中

で定義されると，その頁の下に 18cmの空白を空けてく
れる．後者のコマンドは最終行に置かれ，提出日付を出

力する．その他の設定については，この文書ファイルの

コメントを参照しながら入れれば，レイアウトやヘッダ

については自動的に出力される．
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